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白
隠
禅
に
お
け
る
思
想
と
実
践
の
融
合
性

―
―
座
禅
に
お
け
る
内
丹
法
の
活
用
を
中
心
に
―
―

宋
　
琦

【
要
旨
】

学
界
で
は
一
時
的
に
「
近
世
仏
教
堕
落
論
」
な
ど
の
説
が
生
じ
た
。
近
年
こ
れ
は
事
実
に
相
応
し
く
な
い
こ
と
が
明
確

に
さ
れ
て
き
た
。
江
戸
時
代
に
、
白
隠
慧
鶴
禅
師
（
一
六
八
五
～
一
七
六
八
）
と
い
う
禅
僧
が
臨
済
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
、
そ

れ
ま
で
の
臨
済
禅
を
一
新
さ
せ
て
、
新
し
い
公
案
体
系
の
修
行
方
法
を
創
出
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
独
自
な
座
禅
法
を
完
成

さ
せ
て
、
そ
れ
を
健
康
法
と
し
て
宣
伝
し
て
い
た
。
白
隠
禅
に
お
い
て
、
思
想
と
実
践
の
融
合
性
を
備
え
る
の
は
、
江
戸
時

代
の
思
潮
を
背
景
と
し
、
仏
教
内
部
に
あ
る
融
合
性
が
関
連
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
融
合
性
に
よ
っ

て
、
白
隠
禅
に
は
新
し
い
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
論
で
は
、
白
隠
禅
師
の
禅
病
お
よ
び
治
療
法
を
分
析
し

な
が
ら
、
道
教
の
内
丹
法
が
ど
の
よ
う
に
導
入
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、「
超
宗
越
格
」
と

「
無
上
の
大
禅
定
」
と
の
関
係
を
緊
密
に
結
ぶ
こ
と
か
ら
見
る
と
、
白
隠
禅
師
は
修
行
の
目
的
を
明
確
に
す
る
上
で
、
形
式

に
つ
い
て
強
い
拘
り
は
持
た
な
か
っ
た
。
宗
派
の
分
別
を
超
越
す
る
こ
と
が
、
白
隠
禅
師
が
道
教
の
内
丹
法
を
仏
教
の
修
行

に
取
り
入
れ
た
前
提
と
言
え
よ
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

臨
済
宗　

白
隠
禅
師　

融
合　

座
禅　

道
教　

内
丹
法
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は
じ
め
に

江
戸
時
代
に
は
、
官
学
の
朱
子
学
、
国
学
に
つ
な
が
る
神
道
、
そ
し
て
新
興
の
蘭
学
な
ど
よ
り
、
仏
教
は
比
較
的
劣
勢

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
学
界
で
は
一
時
的
に
「
近
世
仏
教
堕
落
論
」
な
ど
の
説
が
生
じ
た
。
近
年
、
末
木
文
美
士
ら
の
研

究
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
仏
教
は
堕
落
よ
り
、
む
し
ろ
中
世
と
異
な
る
実
に
新
し
い
形
で
発
展
し
て
い
た
と
言
え
る
。

仏
教
の
状
況
を
判
断
す
る
際
に
、
僧
侶
の
活
動
は
重
要
な
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
禅
宗
の
発
展
に
は
、
禅

僧
の
努
力
を
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
時
代
に
輩
出
さ
れ
た
禅
僧
は
、
白
隠
禅
師
の
ほ
か
、
沢
庵
宗
彭
（
一
五
七

三
～
一
六
四
五
）、
鈴
木
正
三
（
一
五
七
九
～
一
六
五
五
）、
隠
元
隆
琦
（
一
五
九
二
～
一
六
七
三
）、
盤
珪
永
琢
（
一
六
二
二
～
一
六
九

三
）、
了
翁
道
覚
（
一
六
三
〇
～
一
七
〇
七
）、
仙
厓
義
梵
（
一
七
五
〇
～
一
八
三
七
）、
良
寛
（
一
七
五
八
～
一
八
三
一
）
な
ど
も
名

高
い
。
無
論
、
禅
宗
以
外
の
宗
派
に
お
い
て
も
優
秀
な
僧
侶
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
活
躍
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
優
れ
た
仏
教

者
は
江
戸
時
代
の
仏
教
を
新
し
い
段
階
に
推
し
進
め
た
。

白
隠
禅
師
は
そ
の
仏
教
者
の
中
の
一
人
と
し
て
、
世
俗
の
人
々
に
対
し
て
積
極
的
に
布
教
を
行
っ
た
。
彼
は
そ
れ
ま
で

の
臨
済
禅
を
一
新
さ
せ
て
、
新
し
い
公
案
体
系
の
修
行
方
法
を
創
出
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
独
自
の
座
禅
法
を
も
完
成
さ
せ

て
、
そ
れ
を
健
康
法
と
し
て
人
に
伝
授
し
た
。
今
日
の
臨
済
宗
の
修
行
法
な
ど
は
白
隠
禅
師
に
端
を
発
し
て
い
る
の
で
、
彼

の
重
要
な
地
位
は
疑
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
彼
の
思
想
を
分
析
し
て
み
れ
ば
、
他
教
と
融
合
し
て
い
る
現
象
が
多
く
、
ま

ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
道
教
の
内
丹
法
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
の
思
想
の
多
様
性
や
融
合
性
は
、
思
想
全
体
の
特
徴
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
仏
教
内
部
に
も
発
生

し
た
た
め
、
白
隠
禅
師
の
思
想
と
実
践
に
お
け
る
融
合
の
様
式
に
つ
い
て
分
析
を
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
仏
教
の
内
実
を
明
確

す
る
こ
と
に
一
歩
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
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一
、
堕
落
し
な
い
白
隠
禅
師

中
世
と
比
べ
る
と
、
近
世
の
名
僧
の
数
は
確
か
に
少
な
い
。
親
鸞
（
一
一
七
三
～
一
二
六
二
）、
道
元
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五

三
）、
日
蓮
（
一
二
二
二
～
一
二
八
二
）
の
よ
う
な
宗
派
開
祖
の
名
僧
に
代
わ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
は
僧
侶
が
堕
落
し
た
印
象
が

強
い
。「
近
世
仏
教
堕
落
論
」
の
論
拠
の
一
つ
と
し
て
の
近
世
僧
侶
の
堕
落
は
、
当
時
の
文
学
作
品
や
画
像
資
料
な
ど
に
描

か
れ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
洛
中
洛
外
屏
風
」
の
な
か
で
、
好
色
の
僧
侶
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
斎
藤
親
盛

（
如
儡
子
、
一
六
〇
三
～
一
六
七
四
）
の
『
可
笑
記
』、
井
原
西
鶴
（
一
六
四
二
～
一
六
九
三
）
の
『
本
朝
二
十
不
孝
』
な
ど
の
作
品

に
も
、
僧
侶
を
揶
揄
す
る
意
味
が
吟
じ
ら
れ
る
⑴
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
僧
侶
の
中
で
も
存
在
し
て
い
た
。
白

隠
慧
鶴
禅
師
の
『
寝
惚
之
眼
覚
』
に
お
い
て
当
時
の
僧
侶
に
つ
い
て
の
描
写
が
残
っ
て
い
る
。

今
の
佛
者
の
修
行
を
見
に
、
兎
角
俗
情
深
き
が
故
に
、
名
聞
利
欲
を
宗
に
し
て
、
金
の
世
話
や
ら
地
面
の
世
話
や
ら
、

中
に
下
根
の
坊
主
抔
、
俗
に
劣
ら
ぬ
身
持
も
御
座
る
、
更
に
佛
法
地
に
落
て
、
釋
迦
の
本
意
は
更
々
無
ぞ
⑵
。

こ
こ
で
、
白
隠
禅
師
は
当
時
の
仏
教
修
行
者
の
問
題
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
俗
情
が
深
く
て
、
名
聞
と
利
欲
を
宗
に

し
て
、
世
俗
に
汚
染
さ
れ
、
仏
教
の
本
意
を
持
っ
て
い
な
い
。
僧
侶
と
し
て
の
白
隠
禅
師
は
、
同
時
代
の
仏
教
の
修
行
者
に

対
し
て
厳
し
い
批
判
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
が
出
来
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
鋭
い
口

調
を
持
つ
白
隠
禅
師
は
ど
の
よ
う
な
僧
侶
な
の
か
。

白
隠
禅
師
は
堕
落
し
た
僧
侶
で
は
な
い
。
彼
は
臨
済
宗
の
禅
僧
で
あ
り
、
多
学
を
兼
修
し
て
、
臨
済
宗
の
公
案
禅
に
基

づ
き
禅
の
新
境
界
を
拓
い
て
、
江
戸
時
代
に
禅
宗
の
一
般
化
に
力
を
尽
く
し
た
。
白
隠
禅
師
は
後
世
に
「
臨
済
中
興
の
祖
」

と
呼
ば
れ
、
宗
教
史
、
思
想
史
、
教
育
史
、
美
術
史
な
ど
多
く
の
研
究
分
野
の
研
究
者
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
一
六
年
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に
臨
済
禅
師
一
一
五
〇
年
、
白
隠
禅
師
二
五
〇
年
遠
諱
記
念
を
迎
え
、
臨
済
宗
の
各
宗
派
の
大
本
山
で
大
規
模
な
法
要
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
白
隠
禅
師
は
書
画
に
堪
能
で
、
多
く
の
禅
画
と
墨
跡
が
残
っ
て
居
る
た
め
、
遠
諱
記
念
を
契
機
と
し
て
、

二
〇
一
六
年
以
来
白
隠
禅
師
に
関
す
る
展
覧
会
が
多
数
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
展
示
会
を
通
し
て
、
現
在
の
人
々

も
白
隠
に
対
し
て
は
馴
染
み
が
あ
る
。

二
、
白
隠
禅
師
の
臨
済
宗
法
脈

鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
～
一
九
六
六
）
は
日
本
禅
を
三
つ
の
思
想
類
型
に
分
け
る
。
彼
に
よ
る
と
、
道
元
禅
は
中
国
の
曹
洞
宗
に

「
只
管
打
坐
」
禅
と
『
正
法
眼
蔵
』
禅
と
を
加
味
し
た
独
自
な
も
の
で
あ
り
、
盤
珪
禅
は
「
不
生
」
と
い
う
二
字
で
禅
体
験
を
一

般
思
想
化
し
て
、
し
か
も
禅
の
直
観
性
を
そ
の
中
に
働
か
せ
る
。
も
う
一
種
類
は
白
隠
禅
で
、
白
隠
禅
は
臨
済
禅
を
看
話
禅
的

に
組
織
し
て
、
今
日
の
日
本
的
臨
済
禅
を
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
⑶
。
白
隠
禅
師
は
臨
済
宗
の
僧
侶
と
し
て
、
そ
の
法
脈
は

中
国
の
南
宗
禅
に
遡
る
こ
と
が
出
来
る
。
神
秀
（
？
～
七
〇
六
）
を
祖
と
す
る
北
宗
禅
の
「
漸
修
漸
語
」
の
修
証
観
と
は
異
な
り
、

六
祖
慧
能
（
六
三
八
～
七
一
三
）
に
端
を
発
す
る
中
国
の
南
宗
禅
は
「
頓
悟
成
仏
」
を
主
張
し
た
。「
頓
悟
成
仏
」
は
瞬
時
に
悟
り

を
開
く
こ
と
を
通
し
て
永
遠
の
真
理
を
会
得
す
る
。「
頓
悟
」
と
「
漸
悟
」
は
そ
れ
ぞ
れ
南
宗
禅
と
北
宗
禅
の
特
徴
と
言
わ
れ
る

が
、
両
者
の
境
界
は
曖
昧
な
部
分
が
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
「
心
」
を
重
視
す
る
が
、
た
だ
こ
の
「
心
」
は
世
俗
の
心
を
指
す

の
か
、
そ
れ
と
も
仏
陀
の
心
を
指
す
の
か
と
い
う
区
別
が
あ
る
。
世
俗
の
心
で
あ
れ
ば
、
空
明
の
境
界
を
目
指
し
て
修
行
を
続

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
仏
陀
の
心
で
あ
れ
ば
、
修
行
を
仮
ら
ず
に
悟
る
（
成
仏
す
る
）
⑷
。

「
頓
悟
」
と
「
漸
悟
」
と
の
関
係
は
禅
宗
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
南
宗
禅
法
と
華
厳
教
理
を
融
合
し
た
華
厳

五
祖
の
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
は
修
行
の
有
り
よ
う
を
「
頓
悟
漸
修
」「
頓
修
漸
悟
」「
頓
悟
頓
修
」「
漸
修
漸
悟
」

の
四
つ
に
分
け
る
⑸
。
華
厳
四
祖
の
清
涼
澄
観
（
七
三
八
～
八
三
九
）
は
禅
宗
の
教
え
を
華
厳
宗
の
五
教
判
の
頓
教
に
配
し
、
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宗
密
は
そ
れ
を
継
承
し
た
⑹
。
な
か
で
も
、「
頓
悟
漸
修
」
は
も
っ
と
も
推
奨
さ
れ
る
方
法
で
あ
る
と
し
た
。

そ
の
一
方
、
慧
能
の
法
系
を
継
い
だ
五
代
目
の
臨
済
義
玄
（
？
～
八
六
七
）
は
臨
済
宗
を
開
い
た
。
宋
代
に
な
る
と
、
臨

済
宗
僧
侶
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）
と
曹
洞
宗
僧
侶
の
宏
智
正
覚
（
一
〇
九
一
～
一
一
五
七
）
は
修
禅
の
方
法
に
つ

い
て
議
論
を
し
た
。
宏
智
正
覚
の
「
黙
照
禅
」
に
対
し
て
、
大
慧
宗
杲
の
禅
は
公
案
に
参
究
す
る
こ
と
に
よ
り
見
性
し
よ
う

と
す
る
「
看
話
禅
」
が
そ
の
特
徴
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

日
本
の
明
庵
栄
西
禅
師
（
一
一
四
一
～
一
二
一
五
）
は
入
宋
し
て
天
台
山
で
臨
済
禅
を
学
び
、
建
久
二
（
一
一
九
一
）
年
に
日

本
に
戻
り
、
福
岡
の
聖
福
寺
、
京
都
の
建
仁
寺
を
建
立
し
、
日
本
の
臨
済
宗
を
開
い
た
。
岩
井
貴
生
に
よ
る
と
、
日
本
に
お

け
る
臨
済
禅
の
法
灯
が
現
在
に
な
お
継
承
さ
れ
続
け
て
い
る
理
由
は
、
公
案
が
体
系
的
に
整
理
さ
れ
悟
道
が
明
確
に
示
さ

れ
た
か
ら
で
あ
り
、
公
案
体
系
化
の
な
か
で
白
隠
禅
師
は
重
要
な
存
在
と
見
做
し
て
い
る
⑺
。
公
案
（
古
則
、
話
頭
と
も
い
う
）

は
、
修
行
者
が
悟
り
を
開
く
た
め
に
師
匠
か
ら
研
究
課
題
と
し
て
与
え
ら
れ
る
問
題
を
指
す
。
内
容
は
主
に
優
れ
た
修
行
者

の
言
葉
や
事
績
か
ら
取
ら
れ
て
、
日
常
的
思
考
を
超
え
た
世
界
に
修
行
者
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
公
案
の
分
類
は
非
常
に
多

い
が
、
日
本
に
お
い
て
聖
一
国
師
円
爾
（
一
二
〇
二
～
一
二
八
〇
）
や
大
応
国
師
南
浦
紹
明
（
一
二
三
五
～
一
三
〇
八
）
は
公
案

を
理
致
・
機
関
・
向
上
と
い
う
三
種
類
に
分
類
し
た
。
白
隠
禅
師
と
弟
子
の
東
嶺
円
慈
（
一
七
二
一
～
一
七
九
二
）
は
さ
ら
に

そ
れ
を
法
身
・
機
関
・
言
詮
・
難
透
・
向
上
の
五
種
類
に
展
開
し
た
⑻
。

白
隠
禅
に
お
い
て
公
案
は
重
要
な
部
分
で
、
公
案
に
関
す
る
思
考
を
通
し
て
「
頓
悟
」
の
達
成
が
可
能
で
あ
る
一
方
、

座
禅
を
通
し
て
悟
り
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
白
隠
禅
師
の
修
行
時
代
に
重
要
な
作
法
で
あ
っ
た
。
座
禅
は
禅
宗
に
お
け
る
重

要
な
修
行
法
で
あ
る
。
仏
教
者
だ
け
で
は
な
く
、
道
教
者
も
座
禅
を
重
視
し
、
宋
代
以
降
の
儒
者
も
静
座
す
る
よ
う
に
な
っ

た
⑼
。
学
統
に
よ
っ
て
、
座
禅
・
静
座
の
要
領
と
目
的
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
身
心
二
者
の
関
係
を
調
整
す
る
の
が
ポ
イ

ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。
禅
宗
で
は
、
修
行
者
は
座
禅
を
通
し
て
時
間
と
生
死
を
越
え
て
、
本
性
を
悟
っ
て
「
見
性
」
を
実
現
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す
る
。
白
隠
禅
師
に
よ
る
と
、
彼
は
「
妙
喜
の
所
謂
大
悟
十
八
度
小
悟
数
を
知
ら
ず
⑽
」
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
り
、
現
代

心
理
学
の
研
究
で
は
こ
の
見
性
の
現
象
は
「
変
性
意
識
状
態
⑾
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
簡
単
に
実
現
で
き
る
こ
と
で
は
な

く
、
そ
の
感
覚
に
つ
い
て
、
白
隠
禅
師
は
「
命
根
⑿
截
断
、
生
死
得
脱
⒀
」
と
表
現
し
た
。
公
案
禅
は
そ
も
そ
も
座
禅
を
強

調
し
な
い
が
、
禅
宗
に
お
け
る
基
本
的
な
修
行
法
と
し
て
、
白
隠
禅
師
は
そ
れ
を
重
視
し
て
い
た
。

白
隠
禅
師
に
よ
れ
ば
、
見
性
の
体
験
が
な
け
れ
ば
、
本
当
の
意
味
の
禅
者
と
は
言
え
な
い
。『
壁
生
草
』
で
は
、
彼
は

「
夫
れ
禪
家
者
流
と
稱
せ
ん
者
は
、
最
初
須
ら
く
見
性
悟
道
す
べ
し
。
若
し
見
性
せ
ず
し
て
禪
人
と
稱
せ
ば
、
紛
れ
も
無
き

大
似
勢
者
に
非
ず
や
⒁
」
と
述
べ
て
い
る
。
身
心
集
中
の
状
態
を
求
め
る
た
め
、
彼
は
若
い
時
か
ら
探
索
を
始
め
た
。
宝
永

四
（
一
七
〇
七
）
年
、
二
十
三
歳
の
白
隠
禅
師
は
四
方
行
脚
の
時
に
、
播
州
（
今
兵
庫
県
）
の
山
寺
で
流
れ
て
い
た
谷
の
水
を

見
て
、
詩
を
吟
じ
た
。
そ
の
詩
は
「
山
下
に
流
水
有
り
、
滾
々
と
し
て
止
む
時
無
し
。
禅
心
若
し
是
の
如
く
な
ら
ば
、
見
性

豈
に
其
れ
遅
か
ら
ん
や
」、
白
隠
は
止
む
と
き
な
き
流
水
を
見
て
、
そ
れ
を
禅
の
心
と
譬
え
る
。
水
の
流
れ
が
止
ま
ら
な
い

よ
う
に
、
禅
の
心
も
止
ま
ら
な
い
は
ず
だ
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
禅
の
心
を
「
見
性
」
へ
至
る
必
要
な
条
件
だ
と
見
做
し
、
禅

の
心
を
養
う
た
め
に
、
禅
の
修
行
た
る
座
禅
に
力
を
尽
く
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
た
。
同
じ
年
の
十
一
月
、
白
隠
禅
師

は
故
郷
の
松
陰
寺
で
修
行
を
し
て
い
た
時
に
、
富
士
山
の
大
噴
火
が
起
き
た
。
松
陰
寺
の
な
か
で
も
激
し
く
揺
れ
た
の
で
、

修
行
者
た
ち
は
逃
げ
て
し
ま
っ
た
が
、
白
隠
禅
師
は
動
か
ず
に
座
禅
を
続
け
て
い
た
と
い
う
⒂
。
こ
の
逸
話
か
ら
も
、
彼
の

性
格
か
ら
考
え
て
も
、
白
隠
禅
師
は
修
行
に
対
し
て
命
を
捨
て
る
精
神
が
あ
り
、
ま
た
仏
法
に
対
し
て
強
い
信
念
を
持
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、
白
隠
禅
師
の
禅
病

「
禅
」
と
い
う
漢
字
の
も
と
も
と
の
意
味
は
天
を
祭
る
で
あ
る
。
仏
教
の
中
国
伝
入
に
つ
れ
て
、
仏
教
の
翻
訳
事
業
が



393

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

盛
ん
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
仏
教
用
語
の
漢
語
名
称
が
決
め
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
思
修
、
瞑
想
を
意
味
す
る
梵
語
の

dhyāna

（
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
）
が
「
禅
那
」
と
音
訳
さ
れ
て
、
そ
の
略
語
が
「
禅
」
で
あ
る
。
ま
た
梵
語
のSam

ādhi

（
サ
マ
ー
デ
ィ
）

は
精
神
集
中
が
深
ま
り
き
っ
た
状
態
で
あ
り
、「
三
摩
地
」
と
音
訳
さ
れ
、「
定
」
と
も
い
う
。「
禅
定
」
は
こ
の
二
つ
の
部

分
か
ら
な
る
も
の
で
、「
定
」
は
「
禅
」
の
目
的
、「
禅
」
は
「
定
」
の
方
法
と
考
え
て
も
よ
い
。
禅
定
の
実
践
は
座
禅
な
の

で
、
座
禅
は
禅
宗
の
修
行
に
お
い
て
極
め
て
重
要
と
見
做
さ
れ
る
。

臨
済
宗
で
は
、
見
性
を
目
指
し
て
坐
禅
修
行
を
行
う
。
禅
定
、
す
な
わ
ち
見
性
を
実
現
す
る
た
め
、
白
隠
禅
師
は
工
夫

を
し
た
。
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
に
彼
は
越
後
高
田
（
現
在
新
潟
県
上
越
市
）
の
英
巌
寺
へ
生
鉄
素
侖
の
『
人
天
眼
目
』
の
講

読
会
に
参
加
し
た
。
白
隠
禅
師
の
自
伝
に
よ
る
と
、
彼
は
英
巌
寺
で
七
日
間
の
座
禅
を
経
て
最
初
の
見
性
が
叶
っ
た
。
こ
の

体
験
に
つ
い
て
は
『
遠
羅
天
釜
』（
一
七
四
八
年
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

二
十
四
歳
の
白
隠
禅
師
は
、
英
巌
寺
の
僧
舎
で
苦
辛
し
、
昼
夜
寝
ず
に
修
行
し
て
い
た
と
き
に
、
忽
然
と
「
大
疑
」
を

感
じ
た
。「
大
疑
」
は
常
に
「
大
悟
」
の
前
提
と
み
ら
れ
る
。
禅
の
入
門
書
と
し
て
の
『
禅
関
策
進
』（
雲
棲
袾
宏
編
、
一
六

〇
〇
年
）
に
は
「
参
禅
須
是
起
疑
情
、
小
疑
小
悟
、
大
疑
大
悟
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
修
行
時
代
の
白
隠
禅
師
は
『
禅
関
策

進
』
を
坐
右
の
書
と
し
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
の
影
響
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
比
較
し
て
み
れ
ば
、
白
隠
禅
師
の
座
禅
体
験

は
、
と
り
わ
け
『
禅
関
策
進
』
に
記
録
さ
れ
る
臨
済
宗
僧
侶
の
雪
巌
祖
欽
禅
師
（
一
二
一
五
～
一
二
八
七
）
の
体
験
に
類
似
す

る
。
表
三
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
二
人
の
類
似
な
と
こ
ろ
は
主
に
以
下
の
四
点
が
ま
と
め
ら
れ
る
。
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白
隠
禅
師
と
雲
巌
禅
師
の
見
性
過
程

　
　
　
　

白
隠
慧
鶴
禅
師

　
　
　
　
　

雪
巌
祖
欽
禅
師

見
性
の
前
二
十
四
歳
ノ
春
、
越
ノ
英
巖
ノ
僧
舎
ニ
在
ツ
テ
苦
吟
ス
。

畫
夜
眠
ラ
ズ
、
寢
食
共
ニ
忘
ル
。
忽
然
ト
シ
テ
大
疑
現
前
シ

テ
、
萬
里
一
條
ノ
層
氷
裏
ニ
凍
殺
セ
ラ
ル
ヽ
ガ
如
シ
。
胸
裡

分
外
ニ
清
潔
ニ
シ
テ
、
進
ム
コ
ト
得
ズ
、
退
ク
コ
ト
得
ズ
、

痴
々
呆
々
、
只
ダ
無
ノ
字
有
ル
ノ
ミ
。
講
莚
ニ
陪
シ
テ
師
ノ

評
唱
ヲ
聞
ク
ト
雖
モ
、
數
十
歩
ノ
外
ニ
シ
テ
堂
上
の
議
論
ヲ

聞
ク
が
如
ク
、
或
イ
ハ
空
中
ニ
在
ツ
テ
行
ク
が
如
シ
。

十
八
行
脚
。
在
雙
林
遠
和
尙
會
下
。
打
十
方
。
從
朝
至
暮
不

出
戸
庭
。
縱
入
衆
寮
。
至
後
架
。
袖
手
當
胸
。
不
左
右
顧
。

目
前
所
視
不
過
三
尺
。
初
看
無
字
。

（
十
八
に
し
て
行
脚
す
。
雙
林
の
遠
和
尚
の
会
下
に
在
て
、

十
方
を
打
す
れ
ど
も
朝
よ
り
暮
に
至
る
ま
で
戸
庭
を
出
て

ず
、
縦
ひ
衆
寮
に
入
り
、
後
架
に
至
る
も
手
を
袖
に
し
胸
に

当
て
て
左
右
に
顧
み
ず
、
目
前
の
観
る
所
、
三
尺
に
過
ぎ
ず
。

始
め
無
字
を
看
し
て
、）

見
性
の
時
此
ノ
如
キ
者
數
日
、
乍
チ
一
夜
、
鐘
聲
ヲ
聴
イ
テ
發
轉
ス
。

氷
盤
ヲ
擲
碎
ス
ル
ガ
如
ク
、
玉
樓
ヲ
推
倒
ス
ル
ニ
似
タ
リ
。

忽
然
ト
シ
テ
蘇
息
シ
來
タ
レ
バ
、
自
身
直
に
是
レ
岩
頭
和
尚
。

三
世
ヲ
貫
通
シ
テ
毫
毛
ヲ
損
セ
ズ
。
従
前
ノ
疑
惑
、
底
ヲ
盡

シ
テ
氷
消
ス
。
高
聲
ニ
叫
ン
デ
曰
ク
、
也
大
奇
也
大
奇
、
生

死
ノ
出
ヅ
可
キ
無
ク
、
菩
提
ノ
求
ム
ル
可
キ
無
シ
。
傳
燈

千
七
百
箇
ノ
葛
藤
、
一
捏
ヲ
消
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
。
此
ニ
於

テ
、
慢
幢
、
山
ノ
如
ク
ニ
聳
エ
、
僑
心
、
潮
ノ
如
ク
ニ
湧
ク
。

心
ニ
竊
カ
ニ
謂
ラ
ク
、
二
三
百
年
來
、
予
ガ
如
ク
痛
快
ニ
打

發
ス
ル
底
、
之
レ
有
ル
可
カ
ラ
ズ
⒃ 

。

忽
於
念
頭
起
處
。
打
一
箇
返
觀
。
這
一
念
當
下
氷
冷
。
直
是

澄
澄
湛
湛
不
動
不
搖
。
過
一
日
如
彈
指
頃
。
都
不
聞
鐘
鼓

之
聲
。

（
忽
ち
念
頭
の
起
処
に
於
い
て
、
一
箇
反
観
を
打
す
れ
ば
、
こ

の
一
念
当
下
に
氷
の
冷
な
る
が
如
く
、
直
に
是
を
澄
澄
湛

湛
、
動
ぜ
ず
揺
ぜ
ず
、
一
日
を
過
ご
す
こ
と
弾
指
頃
の
如
く
、

す
べ
て
鐘
鼓
の
声
を
聞
か
ず
⒄
。）



395

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

①
行
脚
参
禅
の
段
階
で
、
修
行
に
集
中
し
て
い
た
時
に
見
性
を
叶
え
た
。

②
「
無
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
現
れ
た
。

③
悟
り
に
つ
い
て
の
時
間
的
な
描
写
は
「
忽
」
で
あ
っ
た
。

④
悟
っ
た
後
は
明
朗
な
気
持
ち
と
な
っ
た
。

こ
こ
か
ら
み
れ
ば
、
四
点
の
中
で
二
番
目
の
「
無
字
」
に
対
す
る
思
考
は
、
二
人
が
見
性
を
叶
え
た
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
い
え
る
。「
無
字
」
の
出
典
は
有
名
な
公
案
「
趙
州
無
字
」（「
趙
州
狗
子
」「
狗
子
仏
性
」
な
ど
と
も
い
う
）
で
、
そ
れ
は
『
無

門
関
』（
一
二
二
八
年
）
に
お
け
る
第
一
則
公
案
で
あ
る
⒅
。
第
一
則
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
や
、
看
話
と
は
趙
州
の

無
字
を
見
る
こ
と
と
い
う
説
も
あ
る
こ
と
か
ら
も
⒆
、
こ
の
公
案
の
重
要
性
が
明
ら
か
で
あ
る
。

公
案
の
登
場
人
物
は
趙
州
従
諗
（
七
七
八
～
八
九
七
）、
彼
と
門
弟
の
狗
の
仏
性
に
つ
い
て
の
問
答
に
は
絶
対
の
「
無
」
が

言
及
さ
れ
る
。「
趙
州
和
尚
、
因
み
に
僧
問
う
、
狗
子
に
還
っ
て
仏
性
あ
り
や
ま
た
無
し
や
。
州
曰
く
、
無
⒇
」。
趙
州
禅
師

の
言
っ
た
「
無
」
は
「
有
」
の
対
義
語
と
し
て
の
「
無
」
で
は
な
く
、「
有
」
と
「
無
」
を
越
え
た
根
源
的
な
「
無
」
で
あ

る
。
そ
れ
故
、
弟
子
の
質
問
に
対
す
る
趙
州
禅
師
の
答
え
の
意
味
は
、
狗
の
仏
性
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
存
在
論
に

お
け
る
有
無
に
つ
い
て
の
考
え
を
越
え
て
根
源
的
な
思
想
へ
の
導
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
考
え
を
、
祖
欽
禅
師

と
白
隠
禅
師
は
座
禅
の
時
に
忽
然
と
悟
っ
た
の
で
、
明
朗
な
気
持
ち
と
な
っ
た
。

ま
た
、
白
隠
禅
師
は
こ
の
よ
う
な
明
朗
の
気
持
ち
で
高
僧
巌
頭
全
奯
和
尚
（
八
二
八
～
八
八
七
）
の
死
を
理
解
し
た
。
唐
代

の
巌
頭
和
尚
は
賊
に
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
以
前
白
隠
禅
師
は
そ
れ
を
聞
い
て
恐
怖
の
気
持
ち
に
陥
り
、
仏
法
に
対
し
て
疑
問

を
抱
い
た
。
今
回
の
見
性
で
彼
は
根
源
的
な
「
無
」
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
、
命
の
存
在
様
式
と
し
て
の
「
生
」
と

「
死
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
克
服
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
巌
頭
和
尚
の
死
に
拘
ら
ず
、
命
の
根
本
的
な
存
在
を
考
え
る
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白
隠
禅
師
の
見
性
に
関
す
る
記
述

　
　
　
　

著
作
名

出
版
年

　
　
　
　
　
　
　
　

　
内
　
容

隻
手
音
声

一
七
五
三

老
夫
初
め
十
五
歳
に
し
て
出
家
、
二
十
二
三
の
間
、
大
憤
志
を
發
し
て
、

晝
夜
に
精
彩
を
著
け
、
二
十
四
歳
の
春
、
越
の
英
嚴
練
若
に
於
て
夜
半
鐘

聲
を
聞
い
て
、
忽
然
と
し
て
打
發
す
㉑
。

八
重
葎

一
七
六
一

萬
仞
の
層
氷
裏
に
在
る
が
如
く
、
一
枚
の
瑠
璃
瓶
裏
に
坐
す
る
が
如
く
、

氣
息
も
亦
た
絶
へ
な
ん
と
す
。
奇
な
る
哉
、
夜
半
乍
ち
遥
か
に
鐘
聲
を
聞

ひ
て
、
忽
然
と
し
て
大
徹
大
悟
、
身
心
脱
落
、
脱
落
身
心
、
玉
樓
を
吹
倒

し
、
氷
盤
を
擲
碎
し
て
、
十
方
虚
空
な
く
、
大
地
寸
土
無
し
。
二
十
年
来

未
曾
て
見
ず
、
未
曾
て
聞
か
ざ
る
底
の
大
歓
喜
、
覺
へ
ず
高
聲
に
叫
ん
で

云
く
、
希
有
な
る
哉
㉒
。

壁
生
草

一
七
六
六

力
を
落
し
て
殿
の
玉
屋
の
内
に
隠
れ
て
、
誓
つ
て
七
日
斷
食
接
心
す
。
寺

中
、
此
の
趣
向
を
知
る
も
の
無
し
。
同
行
議
し
て
竊
か
に
帰
國
と
爲
す
。

滿
ず
る
夜
半
、
遥
か
に
鐘
聲
を
聞
い
て
、
身
心
脱
落
、
纖
塵
を
絶
す
。
歡

喜
に
堪
ず
高
聲
に
叫
ぶ
、
岩
頭
老
人
猶
お
好
在
な
り
と
。
同
行
、
寮
中
に

在
つ
て
聞
き
付
け
、
走
り
來
た
り
手
を
把
つ
て
互
い
に
相
悦
ぶ
。
此
よ
り

慢
心
大
い
に
指
し
起
こ
つ
て
、
一
切
の
人
を
見
る
こ
と
土
塊
の
如
し
㉓
。
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よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
白
隠
禅
師
は
自
分
が
無
上
の
智
慧
を
得
た
と
思
い
、
大
き
な
声
で
叫
ん
で
大
興
奮
し
た
。
白
隠
禅

師
の
他
の
著
作
に
お
い
て
も
こ
の
見
性
に
関
す
る
描
写
が
あ
る
。

表
か
ら
見
れ
ば
、
白
隠
禅
師
は
最
初
の
見
性
経
験
を
重
視
し
、
自
伝
の
な
か
で
必
ず
こ
れ
に
言
及
す
る
。
各
著
作
に
お

い
て
、
こ
の
見
性
体
験
に
つ
い
て
の
描
写
が
異
な
る
が
、
大
き
な
差
が
見
え
な
い
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
ま
と
め
て
言
え
ば
、

座
禅
を
続
く
→
疑
心
が
生
じ
る
→
鐘
の
音
を
聞
く
→
忽
然
と
見
性
が
叶
う
と
い
う
四
つ
の
段
階
が
あ
る
。
た
だ
し
、『
壁
生

草
』
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
、「
此
よ
り
慢
心
大
い
に
指
し
起
こ
つ
て
、
一
切
の
人
を
見
る
こ
と
土
塊
の
如
し
」、
見
性
を
体

験
し
た
白
隠
禅
師
は
慢
心
を
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
理
想
的
と
は
言
え
な
い
が
、
悟
り
と
し
て
そ
の
意
味
は

大
き
い
。『
隻
手
音
声
』
で
は
、
白
隠
禅
師
は
見
性
の
意
義
を
こ
の
よ
う
述
べ
て
い
る
。

此
時
、
恐
怖
を
生
せ
ず
、
間
も
な
く
は
げ
み
進
み
待
れ
ば
、
い
つ
し
か
自
性
本
有
の
有
様
を
立
處
に
見
徹
し
、
真
如
實

相
の
慧
日
は
目
の
あ
た
り
（
に
）
現
前
し
て
、
三
十
年
來
未
だ
曾
て
見
ず
、
未
だ
曾
て
聞
か
ざ
る
底
の
大
歡
喜
は
求
め

ざ
る
に
煥
發
せ
ん
。
是
を
見
性
得
悟
の
一
刹
那
と
も
名
づ
け
、
是
を
往
生
浄
土
の
一
大
事
と
も
相
伝
す
る
事
に
て
、
自

心
の
外
に
淨
土
な
く
、
自
性
の
外
に
佛
な
し
㉔
。

白
隠
禅
師
は
、
見
性
体
験
に
よ
っ
て
「
自
心
の
外
に
浄
土
な
く
、
自
性
の
外
に
仏
な
し
」
の
覚
悟
が
で
き
た
。
時
間
上

の
体
験
か
ら
み
れ
ば
、
長
期
間
の
座
禅
を
通
し
て
、「
忽
然
」
あ
る
い
は
「
一
刹
那
」
と
い
う
瞬
間
で
悟
る
こ
と
が
頓
悟
と

い
え
る
。
白
隠
禅
師
は
見
性
を
し
た
後
、
慢
心
し
た
と
い
え
ど
も
、
そ
の
瞬
間
に
死
生
観
を
見
抜
い
た
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。
見
性
の
開
始
を
臨
界
点
と
し
て
、
白
隠
禅
師
は
現
実
界
か
ら
脱
出
し
、「
絶
対
無
」
の
体
験
㉕
を
実
現
し
た
。「
絶
対

無
」
と
い
う
概
念
は
、
禅
宗
な
い
し
哲
学
の
研
究
に
お
い
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
と
り
わ
け
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
～
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一
九
四
五
）
は
見
性
の
体
験
を
「
絶
対
無
」
と
し
て
概
念
化
し
た
㉖
。
そ
の
一
方
、
西
田
と
同
時
代
の
鈴
木
大
拙
は
公
案
と
参

禅
に
含
む
も
の
を
「
即
非
理
論
」
だ
と
考
え
た
。
西
田
の
哲
学
の
立
場
か
ら
の
視
野
で
は
な
く
、
鈴
木
は
仏
教
の
内
部
で
解

釈
を
展
開
す
る
。
こ
の
「
即
非
理
論
」
は
「
般
若
智
」
と
も
言
え
、
六
波
羅
蜜
（
布
施
、
持
戒
、
忍
辱
、
精
進
、
禅
定
、
智
慧
）

の
一
つ
で
あ
る
㉗
。
す
な
わ
ち
こ
の
物
自
体
を
見
る
智
慧
は
、
禅
定
と
同
じ
く
修
行
の
徳
目
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
智
慧
は

も
っ
と
も
重
要
と
い
え
る
。
し
か
し
、
西
田
、
鈴
木
の
ど
ち
ら
の
観
点
に
な
っ
て
も
、
こ
の
見
性
体
験
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
（
虚

無
主
義
）
に
繋
が
っ
て
い
る
。

白
隠
禅
師
は
、
悟
っ
た
経
験
が
あ
っ
て
も
、
印
可
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
彼
の
内
心
に
生
じ
た
傲
慢
の
心
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。
す
ぐ
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
正
受
老
人
（
一
六
四
二
～
一
七
二
一
）
の
も
と
で
、
彼
は
そ
の
傲
慢
の
心
を
克
服

し
た
。
白
隠
禅
師
は
「
趙
州
無
字
」
と
い
う
公
案
で
見
性
し
た
が
、
正
受
老
人
は
同
じ
「
趙
州
無
字
」
の
公
案
で
彼
を
点
検

し
た
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
白
隠
禅
師
は
『
遠
羅
天
釜
』
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

直
ニ
一
段
ノ
所
見
ヲ
荷
ツ
テ
、
信
陽
ニ
行
ク
。
正
受
老
人
ニ
謁
シ
テ
所
見
ヲ
演
ブ
。
偈
ヲ
呈
ス
。
師
、
左
手
ニ
言
偈
ヲ

握
リ
曰
ク
、
者
箇
ハ
是
レ
學
得
底
、
那
箇
カ
是
レ
見
得
底
、
那
箇
カ
是
レ
見
得
底
、
ト
イ
ツ
テ
右
手
ヲ
伸
ブ
。
予
曰

ク
、
若
シ
見
得
底
ノ
師
ニ
呈
ス
可
キ
有
ラ
バ
、
須
ラ
ク
吐
却
ス
ベ
シ
、
ト
イ
ツ
テ
、
嘔
吐
ノ
聲
ヲ
作
ス
。
師
曰
ク
、
趙

州
ノ
無
字
、
作
麼
生
カ
見
ル
。
予
ガ
曰
ク
、
無
字
、
甚
麼
ノ
手
脚
ヲ
着
ク
ル
所
カ
有
ラ
ン
。
師
、
指
ヲ
以
テ
予
ガ
鼻
ヲ

拗
ツ
テ
曰
ク
、
多
少
、
手
脚
ヲ
着
ケ
了
レ
リ
。
予
擬
議
ス
。
師
大
笑
シ
テ
云
ク
、
此
ノ
守
藏
ノ
窮
鬼
子
。
予
、
顧
ミ

ズ
。
師
曰
ク
、
你
、
恁
麼
ニ
シ
テ
足
レ
リ
ト
爲
ル
カ
。
予
曰
ク
。
甚
麼
ノ
不
足
ノ
處
カ
有
ラ
ン
㉘
。

こ
の
内
容
は
、
白
隠
禅
師
と
正
受
老
人
と
が
初
め
て
会
っ
た
場
面
を
記
録
し
て
い
る
。
正
受
老
人
は
白
隠
禅
師
の
傲
慢
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な
心
を
退
去
す
る
た
め
、「
趙
州
無
字
」
の
公
案
を
出
し
た
。
白
隠
禅
師
は
「
無
字
、
甚
麼
ノ
手
脚
ヲ
着
ク
ル
所
カ
有
ラ
ン
」

と
答
え
た
。
す
る
と
、
正
受
老
人
は
指
で
彼
の
鼻
を
強
か
に
拗
り
上
げ
て
、「
手
脚
ヲ
着
ケ
了
レ
リ
」
と
言
い
返
し
た
。
白

隠
禅
師
は
答
え
が
出
来
な
く
な
り
、
正
受
老
人
は
彼
を
「
守
蔵
ノ
窮
鬼
子
」
と
呼
ん
だ
。「
守
蔵
ノ
窮
鬼
子
」
は
白
隠
禅
師

の
浅
薄
を
皮
肉
す
る
辛
辣
な
表
現
で
あ
っ
た
。『
遠
羅
天
釜
』
の
ほ
か
、『
八
重
葎
』
に
お
い
て
も
こ
の
経
歴
に
つ
い
て
白
隠

禅
師
の
心
理
描
写
が
語
ら
れ
て
い
る
。

老
人
一
見
し
て
、
直
下
に
問
て
云
く
、
趙
州
の
無
字
如
何
が
見
る
。
予
が
云
く
、
無
字
何
れ
の
所
に
か
手
脚
を
着
け
ん
。

老
人
指
を
の
べ
て
予
が
鼻
頭
を
お
さ
へ
て
云
く
、
甚
だ
手
脚
を
つ
け
了
れ
り
と
。
予
時
に
片
言
を
出
す
事
得
ず
。
予
が
慢

幢
を
碎
く
事
、
盤
石
を
倒
し
て
累
卵
を
壓
す
が
如
し
。
熱
喝
瞋
拳
、
膽
裂
け
心
砕
く
。
剰
さ
へ
、
予
を
捉
ら
へ
て
、
四
五

尺
も
有
る
べ
き
檐
下
の
地
上
に
擲
下
す
る
事
、
猫
兒
を
捉
ら
へ
て
な
げ
ら
う
が
如
し
。
予
即
時
に
大
死
一
番
、
気
息
も
又

絶
る
事
半
時
。
老
人
檐
上
に
立
て
、
手
を
拍
し
て
呵
々
大
笑
。
予
即
ち
蘇
息
し
、
起
き
来
て
禮
三
拜
す
㉙
。

こ
の
よ
う
な
緊
張
感
が
溢
れ
る
出
会
い
を
初
め
と
し
て
、
白
隠
禅
師
は
正
受
禅
師
の
も
と
で
修
行
を
始
め
た
。
正
受
老

人
即
ち
道
鏡
慧
端
は
、
至
道
無
難
（
一
六
〇
三
～
一
六
七
六
）
の
弟
子
で
あ
る
。
至
道
無
難
は
愚
堂
東
寔
（
一
五
七
七
～
一
六
六

一
）
の
法
嗣
を
継
い
だ
。
愚
堂
東
寔
は
妙
心
寺
開
山
の
関
山
慧
玄
（
一
二
七
七
～
一
三
六
〇
）
の
十
四
世
で
、「
応
灯
関
」
の
正

法
禅
㉚
が
継
承
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
努
力
を
し
た
。
白
隠
禅
師
は
正
受
老
人
も
の
と
で
厳
し
い
修
行
を
し
て
、
公
案
の
心
髄

を
吟
味
し
た
。
後
に
彼
は
正
受
老
人
か
ら
の
印
可
㉛
を
得
た
の
で
、
日
本
臨
済
宗
の
正
法
脈
を
継
い
だ
㉜
。
応
灯
関
の
禅
が

白
隠
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
白
隠
禅
師
は
公
案
禅
の
集
大
成
を
達
成
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
り
な
が
ら
、

臨
済
宗
中
興
の
祖
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。



400

白隠禅における思想と実践の融合性――座禅における内丹法の活用を中心に――（宋琦）

二
十
四
歳
の
白
隠
禅
師
は
正
受
老
人
か
ら
の
印
可
を
も
ら
っ
た
後
、
修
行
を
重
ね
た
。
し
か
し
、
二
十
六
歳
の
時
に
彼

は
禅
病
に
罹
っ
た
。『
夜
船
閑
話
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

向
後
日
用
を
廻
顧
す
る
に
、
動
靜
の
二
境
全
調
和
せ
ず
。
去
就
の
兩
邊
總
に
脱
洒
な
ら
ず
。
自
ら
謂
ら
く
、
猛
く
精
彩

を
着
け
、
重
ね
て
一
回
捨
命
し
去
ん
と
。
越

コ
コ
二
オひ
て
牙
關
を
咬
定
し
、
雙
眼
睛
を
瞪
開
し
、
寢
食
と
も
に
廢
せ
ん
と
す
。

既
に
し
て
未
だ
期
月
に
亘
ら
ざ
る
に
、
心
火
逆
上
し
、
肺
金
焦
枯
し
て
、
雙
脚
、
氷
雪
の
底
に
浸
す
が
如
く
、
兩
耳
、

溪
聲
の
間
を
行
く
が
如
し
。
肝
膽
常
に
怯
弱
に
し
て
、
挙
措
恐
怖
多
く
、
心
神
困
惓
し
、
寐
寤
種
々
の
境
界
を
見
る
。

両
脇
常
に
汗
を
生
じ
、
両
眼
常
に
涙
を
帯
ぶ
。
此
に
お
い
て
遍
く
明
師
に
投
じ
、
廣
く
名
医
を
探
る
と
云
へ
ど
も
、
百

薬
寸
功
な
し
㉝
。

白
隠
禅
師
は
正
受
老
人
か
ら
の
点
検
を
受
け
て
、
傲
慢
の
心
を
克
服
し
て
休
ま
ず
に
修
行
に
専
念
し
た
が
、
動
の
功
夫

（
日
常
生
活
）
と
静
の
功
夫
（
座
禅
修
行
）
と
の
関
係
が
調
和
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
見
性
で
き
る
よ
う
に
、
彼
は
謙
虚
な
態
度

で
座
禅
三
昧
を
し
た
。
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
、
目
を
大
き
く
開
け
て
、
寝
る
こ
と
も
食
べ
る
こ
と
も
せ
ず
に
過
ご
し
て
い
る

と
、
体
に
は
様
々
な
問
題
が
起
こ
っ
た
。
心
臓
と
肺
蔵
が
辛
く
な
り
、
足
が
冷
え
る
ほ
か
、
耳
鳴
り
、
発
熱
、
精
神
疲
労
、

幻
覚
、
寝
汗
、
眼
精
疲
労
な
ど
の
症
状
が
出
た
。
半
田
栄
一
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
心
身
症
、
神
経
症
（
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
）
と
呼

吸
器
病
（
結
核
）
に
罹
っ
た
状
態
で
あ
る
㉞
。
白
隠
禅
師
は
多
く
の
治
療
法
を
試
み
た
が
、
効
果
が
な
く
、
失
望
の
な
か
、

彼
は
京
都
郊
外
に
隠
居
す
る
白
幽
老
人
の
こ
と
を
聞
い
た
。

白
隠
禅
師
の
『
壁
生
草
』『
夜
船
閑
話
』『
寒
山
詩
闡
提
記
聞
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
に
彼
は
白

幽
子
を
尋
ね
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
白
幽
子
の
関
連
研
究
に
よ
れ
ば
、
彼
は
宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
年
に
谷
底
に
堕
落
し
て
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重
症
し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
没
し
た
の
で
、
白
隠
禅
師
の
訪
問
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
り
、
こ
の
疑
問
は
、
白
隠

の
生
存
中
す
で
に
呈
さ
れ
て
い
た
㉟
。
も
し
会
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
記
憶
に
お
け
る
誤
り
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
白
隠
禅

師
が
宝
永
六
年
に
白
幽
子
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
よ
り
、
こ
こ
で
は
彼
が
確
か
に
白
幽
子
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
の
方
が
重

要
で
あ
る
。
も
し
あ
っ
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
白
隠
は
在
家
教
化
を
念
頭
に
置
い
て
、
人
里
離
れ
た
山
の
中
に
住
む
仙
人
を

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
登
場
さ
せ
、
読
者
か
ら
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
し
た
と
い
う
可
能
性
も
な
い
と
は
言
え
な
い
㊱
。

「
蒼
髪
垂
て
膝
に
到
り
、
朱
顔
麗ウ

ル
ワ
シふ
し
て
、
棗
の
如
し
。
大
布
の
袍
を
掛
け
、
輭
草
の
席
に
坐
せ
り
㊲
」、
白
隠
禅
師
は

白
幽
子
を
仙
人
の
よ
う
な
精
神
の
あ
る
人
物
と
し
て
描
写
し
、
住
ん
で
い
た
窟
の
な
か
、
生
活
用
品
が
少
な
い
が
、
机
に

『
中
庸
』『
老
子
』『
金
剛
般
若
』
と
い
う
三
冊
の
本
が
あ
っ
た
。『
中
庸
』『
老
子
』『
金
剛
般
若
』
と
い
う
三
冊
の
本
は
、
そ

れ
ぞ
れ
儒
教
、
道
教
、
仏
教
の
三
教
を
代
表
し
具
象
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
白
幽
子
は
山
の
中
に
隠
居
し
、
そ
の
学

脈
は
考
察
し
に
く
い
が
、
三
教
を
兼
学
し
て
い
た
こ
と
は
分
か
る
。
山
の
中
に
隠
居
す
る
仙
人
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
三
教

を
融
合
す
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
白
幽
子
に
対
す
る
白
隠
禅
師
の
最
初
の
印
象
で
あ
っ
た
。
ま
と
め
て
い
え
ば
、
白
幽
子
は

思
想
面
で
三
教
融
合
思
想
を
持
ち
な
が
ら
、
道
教
の
仙
人
修
練
の
実
践
を
し
て
い
た
。

四
、
白
隠
禅
に
お
け
る
内
丹
法
の
活
用

白
幽
子
の
思
想
と
実
践
は
、
中
国
の
儒
仏
道
三
教
融
合
思
想
、
お
よ
び
修
練
法
に
お
け
る
道
教
と
仏
教
と
の
関
係
が
反

映
で
き
る
。
中
国
で
は
、
漢
魏
晋
時
期
に
道
家
思
想
で
イ
ン
ド
か
ら
の
仏
典
を
解
釈
す
る
こ
と
が
多
く
、
両
晋
時
代
に
仏

教
と
道
教
と
が
融
合
し
、
般
若
学
な
ど
が
現
わ
れ
た
。
隋
唐
時
代
に
な
る
と
、
天
台
、
華
厳
、
禅
宗
に
お
い
て
、
道
教
は

理
論
上
に
お
け
る
支
え
の
役
割
を
果
た
し
た
㊳
。
修
道
者
の
実
践
か
ら
見
れ
ば
、
隋
唐
以
降
彼
ら
は
仏
教
、
と
り
わ
け
禅
宗

を
運
用
し
、
道
教
に
あ
る
養
生
（
命
）
に
「
性
」
に
つ
い
て
の
実
践
を
加
え
て
、「
性
命
双
修
」
を
実
行
す
る
よ
う
に
な
っ
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た
。
そ
の
一
方
、
思
想
面
で
は
漢
魏
時
代
に
儒
・
仏
・
道
三
教
の
接
触
時
期
を
経
て
、
隋
唐
時
代
に
こ
の
三
教
が
鼎
立
の
状

態
と
な
っ
た
。
こ
の
過
程
の
な
か
、
道
教
も
大
き
い
変
化
を
遂
げ
た
。
漢
魏
時
代
に
三
教
思
想
と
の
接
触
の
な
か
、
道
教
は

儒
教
と
仏
教
の
理
論
か
ら
栄
養
を
吸
収
し
、
よ
り
完
備
し
た
。
隋
唐
時
代
の
皇
帝
た
ち
は
三
教
を
と
も
に
信
じ
る
政
策
を
実

施
し
、
道
教
の
活
動
の
場
が
拡
大
し
た
。
と
り
わ
け
唐
代
の
皇
帝
は
道
教
を
重
視
し
、
老
子
の
李
耳
を
皇
族
の
始
祖
と
み
て

政
権
を
固
め
た
。
唐
太
宗
が
即
位
す
る
と
、
儒
教
を
基
礎
的
な
理
念
と
し
て
治
国
を
行
っ
た
ほ
か
、
道
教
と
仏
教
に
民
衆
の

道
徳
教
化
の
役
割
を
与
え
た
㊴
。
道
教
自
身
の
変
化
及
び
三
教
融
合
の
思
想
的
な
背
景
が
あ
り
、
隋
唐
時
代
以
降
の
道
教
者

は
、
三
教
思
想
を
提
唱
す
る
者
が
多
く
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
道
教
者
た
ち
は
修
行
面
に
お
い
て
も
、
儒
教
、
仏
教
、

道
教
三
教
の
作
法
を
融
合
さ
せ
た
。

野
村
英
登
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
白
隠
禅
師
の
『
夜
船
閑
話
』
の
な
か
、
南
宋
道
士
の
白
玉
蟾
（
一
一
九
四
～
一
二
二
六
）
の

『
海
瓊
問
道
集
』
か
ら
引
用
し
た
内
容
が
あ
る
㊵
。
白
幽
子
と
白
隠
禅
師
の
修
養
法
は
中
国
の
道
教
か
ら
の
影
響
が
大
き
く
、

そ
の
系
統
の
な
か
で
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
い
え
る
。
白
隠
禅
師
の
病
気
に
つ
い
て
、
白
幽
子
は
そ
の
罹
る
原
因
を
指
摘

し
た
。
す
な
わ
ち
観
理
の
こ
と
に
対
し
て
度
が
過
ぎ
、
進
修
の
こ
と
に
対
し
て
節
を
失
し
た
こ
と
で
あ
る
。
観
理
の
こ
と
で

体
が
損
な
っ
た
の
で
、
一
般
的
治
療
法
が
効
か
な
い
た
め
、「
内
観
の
功
」
を
進
め
た
㊶
。「
内
観
」
はV

ipassanā

（
ヴ
ィ
パ
ッ

サ
ナ
ー
）
の
訳
語
で
そ
も
そ
も
イ
ン
ド
に
お
け
る
瞑
想
法
で
、
物
事
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ゴ
ー
タ

マ
・
ブ
ッ
ダ
は
こ
の
古
い
作
法
を
再
発
見
し
て
運
用
し
た
の
で
、
仏
教
に
お
い
て
重
要
な
修
行
法
と
み
ら
れ
る
。
内
観
は
、

心
を
集
中
さ
せ
て
、
呼
吸
を
観
察
し
、
そ
し
て
心
で
精
神
と
肉
体
を
観
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
無
我
真
実
の
境
地
に
至
る

よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
道
教
に
も
類
似
な
修
練
法
が
あ
り
、
丹
道
修
練
と
呼
ば
れ
る
。
唐
代
に
帝
王
と
貴
族
の
支
援
で
外
丹
が
盛
ん
で

あ
っ
た
が
、
唐
太
宗
を
は
じ
め
多
く
の
人
は
外
丹
で
命
を
失
っ
た
の
で
、
唐
末
五
代
の
時
期
に
な
る
と
、
外
丹
の
代
わ
り
に
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内
丹
術
が
歴
史
の
舞
台
に
登
っ
た
次
第
だ
。
内
丹
は
外
丹
の
術
語
を
借
り
て
展
開
さ
れ
た
の
で
、「
身
を
炉
鼎
と
し
、
心
を

神
室
と
し
、
津
を
華
池
と
す
㊷
」
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
身
体
を
容
器
に
見
な
し
、
精
気
を
薬
物
と
し
て
、
体
内

で
丹
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
錬
気
方
法
は
宋
代
以
降
の
養
生
法
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

禅
宗
と
道
教
と
の
関
係
に
注
目
す
れ
ば
、
菩
提
達
磨
（
？
～
五
三
六
）
は
中
国
で
禅
宗
を
開
い
た
の
ち
に
、
そ
れ
と
道
教

と
の
融
合
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
思
想
の
融
合
現
象
を
解
釈
す
る
な
か
で
、
禅
宗
の
形
成
過
程
に
お
い
て
老

荘
思
想
か
ら
も
影
響
さ
れ
た
の
で
、
禅
宗
を
「
大
衆
化
の
老
荘
哲
学
㊸
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

禅
宗
は
確
か
に
独
自
の
特
徴
を
も
つ
思
想
体
系
と
な
り
、
さ
ら
に
道
教
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
。
宋
代
以
降
禅
宗
の
五
家
七

宗
㊹
が
成
立
し
、
盛
ん
な
時
期
を
迎
え
た
。
禅
宗
は
当
時
の
道
教
の
主
流
教
派
で
あ
る
全
真
教
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
道
教

思
想
の
禅
宗
化
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
思
想
融
合
の
な
か
、「
内
観
」
と
「
内
丹
」
は
概
念
と
実
践
に
お
い
て
類
似
性
が
あ
る

の
で
、
折
衷
し
た
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
全
真
教
南
宗
に
よ
れ
ば
、
仏
教
の
禅
と
道
教
の
内
丹
と
が
違
う
よ

う
に
見
え
る
が
、
実
は
目
標
は
同
じ
で
あ
る
。

白
幽
子
は
白
隠
禅
師
に
内
観
法
を
伝
え
よ
う
と
い
た
が
、
具
体
的
な
作
法
は
内
丹
法
と
も
い
え
る
。

夫
大
道
分
れ
て
両
儀
あ
り
。
陰
陽
交
和
し
て
人
物
生ナ

る
。
先
天
の
元
気
、
中
間
に
黙
連
し
て
、
五
臓
列
り
、
経
脈
行
わ
れ

る
。
衛
気
営
血
、
互
に
昇
降
循
環
す
る
者
、
昼
夜
に
大
凡
五
十
度
。
肺
金
は
牝
蔵
に
し
て
隔
上
に
浮
び
、
肝
木
は
牡
蔵
に

し
て
隔
下
に
沈
む
。
心
火
は
太
陽
に
し
て
上
部
に
位
い
し
、
腎
水
は
大
陰
に
し
て
下
部
を
占
む
。
五
臓
に
七
神
あ
り
㊺
。

白
幽
子
は
陰
陽
関
係
を
始
め
、
人
体
内
部
の
運
行
規
律
を
白
隠
禅
師
に
説
明
し
た
。
先
天
の
元
気
は
身
体
の
真
ん
中
に

あ
り
、
経
絡
と
内
臓
の
な
か
で
循
環
す
る
。
気
血
は
全
身
の
脈
を
巡
り
行
く
こ
と
が
一
日
五
十
回
で
あ
る
。
肺
蔵
、
肝
臓
、
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心
臓
、
腎
臓
は
ぞ
れ
ぞ
れ
の
特
性
で
そ
れ
な
り
の
位
置
に
あ
る
。
以
上
の
四
つ
の
臓
器
に
、
胃
蔵
を
加
え
て
、
五
臓
と
呼
ば
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
人
間
の
身
体
を
陰
陽
関
係
、
五
臓
配
置
の
角
度
で
把
握
す
る
の
は
、
中
国
最
古
の
医
学
書
の
『
黄
帝
内
経
』

に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。『
黄
帝
内
経
』
は
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
医
学
、
漢
方
と
鍼
灸
の
基
礎
を
す
え
た
書
物
㊻
で
、
道
教
に
と
っ

て
原
典
の
一
つ
で
あ
る
。『
黄
帝
内
経
』
に
お
け
る
経
絡
、
丹
田
な
ど
の
理
論
は
内
丹
術
の
基
礎
で
あ
る
。
時
代
の
流
れ
に
よ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
思
想
を
具
象
化
さ
せ
る
絵
が
現
わ
れ
、「
内
経
図
」
も
し
く
は
「
内
景
図
」
㊼
と
呼
ば
れ
る
。

陽

陰

　　　　　　　　　　　内経図
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人
体
と
自
然
界
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
が
図
と
文
字
で
「
内
経
図
」
に
よ
り
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
絵
は
煉
丹
術
に
基
づ

い
て
作
ら
れ
、
内
容
は
人
体
に
お
け
る
気
、
液
な
ど
の
循
環
運
動
で
通
過
す
る
各
関
竅
で
あ
る
。
白
幽
子
の
語
る
内
容
は
、

こ
の
図
に
お
い
て
も
反
映
さ
れ
る
。
膈
を
境
界
と
し
て
、
図
の
中
に
四
角
形
で
分
け
て
い
る
よ
う
に
、
上
の
部
分
は
陽
で
、

肺
臓
（
金
）
と
心
臓
（
火
）
が
あ
り
、
下
の
部
分
は
陰
、
肝
臓
（
木
）
と
腎
臓
（
水
）
が
あ
る
。
五
臓
に
つ
い
て
他
の
分
類
法
㊽

も
あ
る
が
、
白
幽
子
の
分
類
法
の
根
拠
は
五
臓
の
陰
陽
特
性
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
基
に
し
て
、
白
幽
子
は
さ
ら
に
内
丹
の
作
法
を
詳
し
く
説
明
し
た
。

夫
大
道
の
外
に
眞
丹
な
く
、
眞
丹
の
外
に
大
道
な
し
。
蓋
し
五
無
漏
の
法
あ
り
。
你
ぢ
の
六
欲
を
去
け
、
五
官
各
〳
〵

其
職
を
忘
れ
る
ゝ
則と

き

は
、
混
然
た
る
本
源
の
眞
氣
彷
彿
と
し
て
目
前
に
充
つ
。
是
彼
の
大
白
道
人
の
謂
ゆ
る
我
が
天
を

以
て
事
る
所
の
天
に
合
す
る
者
な
り
。
孟
軻
氏
の
謂
ゆ
る
浩
然
の
氣
。
是
を
ひ
き
い
て
臍
輪
氣
海
丹
田
の
間
に
藏
め

て
、
歳
月
を
重
ね
て
、
是
を
守
て
守
一
に
し
去
り
、
是
を
養
て
無
適
に
し
去
て
、
一
朝
乍
ち
丹
竈
を
掀
飜
す
る
則
は
、

内
外
中
間
、
八
紘
四
維
、
總
是
一
枚
の
大
還
丹
㊾
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
白
幽
子
は
道
教
の
術
語
の
「
真
丹
」
と
「
大
還
丹
」
に
言
及
し
た
こ
と
で
あ
る
。『
正
統

道
蔵
』
の
「
太
清
丹
経
」
の
部
に
お
い
て
、『
上
清
経
真
丹
秘
決
』『
霊
寶
衆
真
丹
訣
』
な
ど
真
丹
に
関
す
る
著
作
が
多
く
収

録
さ
れ
る
。
真
丹
は
そ
も
そ
も
薬
物
や
金
属
な
ど
で
作
ら
れ
た
丸
剤
だ
が
、
白
幽
子
の
言
っ
た
内
容
は
そ
れ
で
は
な
く
、
内

丹
術
は
体
内
で
真
丹
を
修
練
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
白
幽
子
は
「
五
無
漏
の
法
」
に
言
及
し
た
。
無
漏
は
仏
教

の
概
念
で
あ
り
、
有
漏
の
反
義
語
と
し
て
、
煩
悩
に
全
く
汚
さ
れ
て
い
な
い
清
浄
な
状
態
を
い
う
。
五
無
漏
は
信
、
精
進
、

念
、
定
、
慧
の
五
根
・
五
力
を
純
粋
に
す
る
こ
と
と
言
え
る
。
こ
こ
で
白
幽
子
は
白
隠
禅
師
に
禅
定
の
要
領
㊿
を
教
え
た
。
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さ
ら
に
色
欲
、
形
貌
欲
、
威
儀
姿
態
欲
、
語
言
音
声
欲
、
細
滑
欲
、
人
相
欲
と
い
う
六
欲
を
克
服
す
る
必
要
が
あ
る
と
白
幽

子
は
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
に
「
渾
然
た
る
本
然
の
気
」
な
い
し
「
浩
然
の
気
」
を
臍
輪
の
丹
田
に
養
う
よ
う
に
な
る
。
工

夫
に
工
夫
を
重
ね
て
、
あ
る
日
、
急
に
身
体
の
な
か
で
、
内
丹
術
に
お
け
る
最
高
の
境
界
と
し
て
の
大
還
丹
が
実
現
で
き

る
。還

丹
は
煉
丹
術
に
お
け
る
概
念
で
、
道
教
の
最
初
の
煉
丹
書
と
し
て
の
『
周
易
参
同
契
解
』
で
は
、
還
丹
に
つ
い
て
の

記
述
が
あ
り
、
原
文
は
「
金
来
帰
性
初
、
乃
得
称
還
丹
」（
金
が
来
て
性
の
初
に
帰
し
、
乃
ち
還
丹
と
称
し
得
る
）、
こ
こ
で
の
還

丹
の
目
的
は
四
つ
の
解
釈
が
あ
る
。
第
一
は
病
気
を
治
し
て
、
健
康
の
状
態
に
回
復
す
る
こ
と
、
第
二
は
若
い
状
態
に
戻
す

こ
と
、
第
三
は
遠
祖
に
返
す
こ
と
、
第
四
は
元
精
元
気
に
帰
る
こ
と
�
。
白
幽
子
の
「
大
還
丹
」
は
、
第
一
の
解
釈
に
合
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
基
礎
的
理
論
に
基
づ
き
、
白
幽
子
は
有
名
な
「
軟
蘇
の
法
」
を
白
隠
禅
師
に
伝
授
し

た
。
次
は
具
体
的
な
作
法
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ
る
。

幽
が
曰
く
、
行
者
、
定
中
四
大
調
和
せ
ず
、
身
心
と
も
に
勞
疲
す
る
事
を
覺
せ
ば
、
心
を
起
し
て
應
さ
に
此
想
を
成
す

べ
し
。
譬
へ
ば
色
香
清
淨
の
輭
蘇
、
鴨
卵
の
大
ひ
さ
の
如
く
な
る
者
、
頂
上
に
頓
在
せ
ん
に
、
其
氣
味
微
妙
に
し
て
、

遍
く
頭
顱
の
間
お
う
る
お
し
、
浸
々
と
し
て
潤
下
し
來
て
、
兩
肩
及
び
雙
臂
、
兩
乳
、
胸
膈
の
間
、
肺
肝
、
腸
胃
、
脊

梁
、
臀
骨
、
次
第
に
沾
注
し
將
ち
去
る
。
此
時
に
當
て
胸
中
の
五
積
六
聚
、
疝
癖
塊
痛
、
心
に
隨
て
降
下
す
る
事
、
水

の
下
に
つ
く
が
如
く
、
歴
々
と
し
て
聲
あ
り
。
遍
身
を
周
流
し
、
雙
脚
を
温
潤
し
、
足
心
に
至
て
即
ち
止
む
。

行
者
、
再
び
應
さ
に
此
觀
を
成
す
べ
し
。
彼
の
侵
々
と
し
て
潤
下
す
る
所
の
餘
流
、
積
も
り
湛
へ
て
、
暖
め
蘸ひ

た

す
事
、

恰
も
世
の
良
醫
の
種
々
妙
香
の
藥
物
を
集
め
、
是
を
煎
湯
し
て
浴
盤
の
中
に
盛
り
湛
へ
て
、
我
が
臍
輪
已
下
を
漬
け
蘸

す
が
如
し
。
此
觀
を
な
す
と
き
、
唯
心
所
現
の
故
に
、
鼻
根
乍
ち
希
有
の
香
氣
を
聞
き
、
身
根
俄
か
に
妙
好
の
輭
觸
を
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受
く
。
身
心
調
適
な
る
事
、
二
三
十
歳
の
時
に
は
遥
か
に
勝
れ
り
。
此
時
に
當
て
積
聚
を
消
融
し
、
腸
胃
を
調
和
し
、

覚
へ
ず
肌
膚
光
澤
を
生
ず
。
若
其
勤
め
て
怠
ら
ず
ん
ば
、
何
れ
の
病
か
治
せ
ざ
ら
む
、
何
れ
の
徳
か
つ
ま
ざ
ら
む
、
何

れ
の
仙
が
成
ぜ
ざ
る
、
何
れ
の
道
か
成
ぜ
ざ
る
。
其
功
驗
の
遲
速
は
、
行
人
の
進
修
の
精
麁
に
依
る
ら
く
の
み
�
。

白
幽
子
は
白
隠
禅
師
の
「
四
大
」
が
不
調
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。「
四
大
」
は
道
教
で
道
、
天
、
地
、
人
（『
道
徳
経
・

第
二
十
五
章
』
な
ど
）
を
指
し
て
、
仏
教
で
は
地
、
水
、
火
、
風
を
指
す
（『
長
阿
含
経
・
十
六
』
な
ど
）。「
定
中
」
と
い
う
言
葉

も
仏
教
と
道
教
の
両
方
に
使
わ
れ
る
概
念
で
あ
り
、
こ
の
作
法
は
仏
道
習
合
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
頭
の
上
に
色
香
清
浄

の
軟
酥
�
が
あ
る
よ
う
に
想
像
し
て
、
そ
れ
が
溶
け
出
し
た
液
が
上
か
ら
下
へ
流
れ
落
ち
る
。
意
識
を
集
中
し
て
こ
の
よ
う

な
場
面
を
想
像
し
、
逆
方
向
へ
行
っ
た
心
火
な
い
し
「
五
積
六
聚
疝
癖
塊
痛
」
な
ど
を
陰
性
の
特
性
を
も
つ
丹
田
に
降
ろ
し

て
、
全
身
に
お
け
る
陰
陽
の
調
和
を
求
め
る
。
す
な
わ
ち
頭
顱
→
両
肩
→
雙
臂
→
両
乳
→
胸
膈
の
間
→
肺
肝
→
腸
胃
→
脊
梁

→
臀
骨
と
い
う
手
順
で
思
い
通
り
に
動
か
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
軟
蘇
法
を
す
れ
ば
、
身
体
の
状
態
が
よ
く
な
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
白
幽
子
は
白
隠
禅
師
に
説
明
し
た
。
野
村
英
登
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
軟
蘇
法
と
関
係
が
あ
る
と
推
測
で
き

る
文
献
は
、
仏
教
の
『
治
禅
病
秘
要
法
』（
沮
渠
京
聲
訳
、
四
五
五
年
）
と
道
教
の
『
雲
笈
七
籤
』（
張
君
房
編
、
一
〇
二
五
年
～
一

〇
二
九
年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、『
治
禅
病
秘
要
法
』
に
説
か
れ
る
「
梵
王
灌
頂
擁
酥
灌
法
」
に
よ
り
、
白
隠

の
軟
酥
法
は
内
丹
の
技
法
に
回
収
し
て
解
釈
で
き
る
と
野
村
は
主
張
す
る
�
。『
雲
笈
七
籤
』
は
宋
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、

こ
の
時
代
は
三
教
思
想
合
一
の
風
潮
の
中
、
道
教
と
仏
教
と
の
関
係
が
は
っ
き
り
分
け
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
り
、
内
観
・
内

丹
の
禅
修
法
が
時
運
に
応
じ
て
現
れ
た
。

白
隠
禅
師
は
こ
の
修
行
法
を
習
得
し
、『
夜
船
閑
話
』
に
詳
し
く
記
録
し
た
。
そ
し
て
、
丹
田
に
つ
い
て
、
彼
は
独
自
の

見
解
を
持
っ
て
い
る
。



408

白隠禅における思想と実践の融合性――座禅における内丹法の活用を中心に――（宋琦）

我
が
此
の
氣
海
丹
田
、
腰
脚
足
心
、
総
に
是
我
が
本
來
の
面
目
、
々
々
何
の
鼻
孔
か
あ
る
。
我
が
此
の
氣
海
丹
田
、
總

に
是
我
が
本
分
の
家
郷
、
々
々
何
の
消
息
か
あ
る
。
我
が
此
の
気
海
丹
田
、
總
に
此
れ
我
が
唯
心
の
浄
土
、
々
々
何
の

莊
嚴
か
あ
る
。
我
が
此
の
氣
海
丹
田
、
總
に
此
れ
我
が
己
身
の
彌
陀
、
々
々
何
の
法
を
か
説
く
と
、
打
帰
へ
し
〳
〵
常

に
斯
く
の
如
く
妄
想
す
べ
し
�
。

丹
田
は
そ
も
そ
も
道
教
に
あ
る
概
念
で
、
気
の
田
を
意
味
し
て
、『
老
子
銘
』（
一
六
五
年
頃
）、『
抱
朴
子
』（
三
一
七
年
）、

『
黄
庭
経
』（
三
五
六
年
）
な
ど
の
早
期
道
教
書
物
の
中
で
現
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
白
隠
禅
師
は

丹
田
に
仏
教
的
な
意
味
を
付
け
た
。
気
海
と
し
て
の
丹
田
は
「
本
分
の
家
郷
」
だ
け
で
は
な
く
、「
唯
心
の
浄
土
」、「
己
身

の
弥
陀
」
と
の
意
味
が
あ
る
。
白
隠
禅
師
の
解
釈
法
に
よ
っ
て
、
丹
田
を
仲
介
し
て
、
道
教
と
仏
教
と
の
通
路
が
開
か
れ

た
。「
浄
土
」
や
「
弥
陀
」
の
い
ず
れ
も
抽
象
的
な
表
し
方
な
の
で
、
解
釈
の
際
に
多
く
の
余
白
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

白
隠
禅
師
は
道
教
の
内
丹
法
を
実
行
し
た
が
、
仏
教
の
中
心
的
な
地
位
は
ゆ
る
が
な
か
っ
た
。『
壁
生
草
』
に
白
隠
禅
師
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

且
つ
又
た
我
が
形
模
、
道
家
者
流
に
類
す
る
を
以
て
、
大
い
に
釋
に
異
な
る
者
と
す
る
か
。
是
れ
禪
な
り
�
。

白
隠
禅
師
に
よ
れ
ば
、
道
教
の
修
行
法
を
行
っ
て
も
、
仏
教
者
の
身
分
は
影
響
を
受
け
ず
、
仏
教
の
核
心
的
な
部
分
に

影
響
を
受
け
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
彼
の
実
践
は
「
禅
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
禅
と
釈
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
白
隠
禅
師
は
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
の
か
。『
遠
羅
天
釜
』
に
以
下
の
内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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殊
ニ
知
ラ
ズ
、
古
ヘ
禪
門
ノ
盛
ン
ナ
リ
シ
時
キ
、
南
嶽
、
馬
祖
、
百
丈
、
黄
檗
、
臨
済
、
皈
宗
、
麻
谷
、
興
化
、
盤

山
、
九
峰
、
地
蔵
等
ノ
諸
聖
、
拽
石
搬
土
、
水
薪
菜
蔬
、
作
務
普
請
ノ
鼓
ヲ
鳴
ラ
シ
テ
、
専
ラ
動
中
ノ
得
力
ヲ
求
ム
。

是
ノ
故
ニ
百
丈
大
師
曰
ク
、
一
日
ナ
サ
ヾ
レ
バ
一
日
食
セ
ズ
ト
。
是
ヲ
動
中
ノ
工
夫
、
不
断
坐
禅
ト
云
フ
。
此
ノ
風
、

近
代
、
土
ヲ
拂
テ
盡
ク
。

蓋
シ
斯
ク
云
ヘ
バ
ト
テ
坐
禅
ヲ
嫌
イ
、
静
慮
ヲ
謗
ル
ニ
シ
非
ズ
。
大
凡
ソ
一
切
ノ
賢
聖
、
古
今
ノ
智
者
、
禅
定
ニ
依
ラ

ズ
シ
テ
仏
道
ヲ
成
就
ス
ル
底
、
半
箇
モ
亦
タ
無
シ
。
夫
レ
戒
定
惠
ノ
三
要
ハ
、
仏
道
萬
古
ノ
大
綱
ナ
リ
。
誰
カ
敢
テ
輕

忽
セ
ン
ヤ
。
然
ル
ニ
向
キ
ニ
謂
ユ
ル
禪
門
ノ
諸
聖
ノ
如
キ
ハ
、
超
宗
越
格
、
眞
正
無
上
ノ
大
禪
定
。
擬
議
ス
ル
則
ハ
電

轉
ジ
星
飛
ブ
�
。

白
隠
禅
師
に
よ
れ
ば
、
南
嶽
懐
譲
（
六
七
七
～
七
四
四
）、
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
～
七
八
八
）、
百
丈
懐
海
（
七
四
九
～
八
一
四
）、

黄
檗
希
運
（
？
～
八
五
〇
頃
）、
臨
済
義
玄
、
帰
宗
智
常
（
生
卒
年
不
明
）、
麻
谷
宝
徹
（
生
卒
年
不
明
）、
興
化
存
奨
（
八
三
〇
～
八

八
八
）、
盤
山
宝
積
（
生
卒
年
不
明
）、
九
峰
道
虔
（
生
卒
年
不
明
）、
地
蔵
桂
琛
（
八
六
七
～
九
二
八
）
な
ど
中
国
の
禅
僧
は
土
木

作
業
を
し
て
、
水
を
汲
ん
で
薪
を
集
め
、
自
ら
畑
で
野
菜
を
作
っ
て
日
常
生
活
の
な
か
で
修
行
を
し
た
。
百
丈
懐
海
の
言
っ

た
よ
う
に
、「
一
日
作
さ
ざ
れ
ば
一
日
食
せ
ず
」
の
意
味
を
指
す
。
こ
れ
は
動
中
の
工
夫
と
言
い
、
日
常
生
活
に
お
け
る
座

禅
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
作
業
に
対
し
て
も
非
難
の
声
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
座
禅
と
静
慮
を
嫌
っ
て
い
る
か
ら
ほ

か
の
作
業
に
集
中
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
白
隠
禅
師
は
こ
の
よ
う
な
非
難
を
否
定
す
る
。
理
由

は
、
戒
・
定
・
慧
と
い
う
三
学
は
禅
宗
の
高
僧
た
ち
が
必
ず
実
行
す
る
こ
と
で
、
三
学
は
「
仏
道
万
古
ノ
大
綱
」
と
し
て
、

そ
の
地
位
を
疑
う
余
地
が
な
い
。
そ
し
て
、
成
仏
へ
の
道
に
お
い
て
、
無
上
の
「
禅
定
」
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
と
見
做
さ
れ

る
。
な
か
で
も
、
禅
定
に
つ
い
て
、
白
隠
禅
師
は
「
超
宗
越
格
」
に
言
及
し
た
。
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圜
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
の
著
し
た
『
碧
巖
録
』
に
比
丘
普
照
の
序
文
が
あ
る
。
序
文
に
明
覚
大
師
雪
竇
重
顕

（
九
八
〇
～
一
〇
五
二
）
に
つ
い
て
、「
具
超
宗
越
格
正
眼
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
雪
竇
禅
師
は
超
凡
の
形
で
、
宗
派
な
ど
を

越
え
て
、
自
在
の
天
機
を
察
す
る
能
力
が
あ
る
高
僧
と
み
ら
れ
て
い
る
。
雪
竇
禅
師
の
よ
う
な
「
超
宗
越
格
」
の
境
界
に
至

る
の
は
、
無
上
な
大
禅
定
が
叶
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
白
隠
禅
師
が
「
超
宗
越
格
」
と
「
無
上
の
大
禅
定
」
を
緊
密
な
関

係
に
結
ぶ
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
彼
は
修
行
の
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
式
に
つ
い
て
拘
り
が
全
く
な
い
。
宗
教

の
別
を
超
越
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
教
の
内
丹
法
を
仏
教
の
修
行
に
取
り
入
れ
た
前
提
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
、
座
禅
に
お
け
る
内
丹
法
の
活
用
を
中
心
に
、
白
隠
禅
に
お
け
る
思
想
と
実
践
の
融
合
性
を
考
察
し
た
。
結

論
と
し
て
は
、
白
隠
禅
師
は
よ
く
内
丹
法
を
座
禅
の
な
か
に
導
入
し
、
独
自
な
座
禅
法
を
創
出
し
た
。
実
は
白
隠
禅
に
お
け

る
融
合
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、「
三
教
思
想
」
も
存
在
し
て
い
る
。
白
隠
禅
師
の
三
教
思
想
に
は
、
宋
明
禅
の
中
に
孕
む

中
国
式
の
儒
仏
道
三
教
思
想
が
含
ま
れ
、
弟
子
の
東
嶺
慈
円
に
な
る
と
、
神
儒
仏
三
教
思
想
を
論
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
内
容
は
今
後
の
私
の
課
題
と
す
る
。

【
注
釈
】

⑴
辻
惟
雄
「
仏
教
と
庶
民
の
生
活
」『
図
説
日
本
の
仏
教
五　

庶
民
佛
教
』
辻
惟
雄
責
任
編
集
、
新
潮
社
、
一
九
九
〇
年
。

⑵
白
隠
禅
師
『
寝
惚
之
眼
覚
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
○
○
冊
、芳
澤
勝
弘
訳
注
、禅
文
化
研
究
所
、二
〇
〇
二
年
、五
〇
頁
～
五
一
頁
。

⑶
鈴
木
大
拙
「
日
本
禅
に
お
け
る
三
つ
の
思
想
類
型
―
―
道
元
禅
、
白
隠
禅
、
盤
珪
禅
―
―
」『
禅
思
想
史
研
究　

第
一
』、
岩
波
書
店
、

一
九
八
七
年
；
同
『
禅
と
思
想
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
。
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⑷ 

葛
兆
光
『
増
訂
本
中
国
禅
思
想
史 

従
六
世
紀
到
十
世
紀
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
二
三
七
頁
～
二
三
八
頁
。

⑸ 
韓
煥
忠
「
圭
峰
宗
密
対
禅
宗
的
判
釈
」『
宗
教
学
研
究
』
第
四
期
、
四
川
大
学
道
教
与
宗
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
、
九
九
頁
～
一

〇
四
頁
。

⑹
荒
木
見
悟『
仏
教
と
儒
教 

中
国
思
想
を
形
成
す
る
も
の
』（
一
九
六
三
年
）研
文
出
版
、一
九
九
三
年
；
廖
肇
亨『
仏
教
與
儒
教
』（
二
〇
〇
八
年
）

台
湾
・
聯
経
書
房
、
二
〇
一
七
年
、
一
一
三
頁
～
一
一
六
頁
。

　

石
井
修
道
「
頓
悟
漸
修
に
つ
い
て
―
―
『
裴
休
拾
遺
問
』
を
中
心
と
し
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
九
巻
二
号
、
日
本
印
度
学
仏

教
学
会
、
一
九
八
一
年
、
五
八
六
頁
。

⑺
岩
井
貴
生
「
公
案
体
系
と
そ
の
構
造
」『
仏
教
経
済
研
究
』
四
四
号
、
駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
、
三
五
頁
。

⑻
山
田
邦
男
「
禅
の
人
間
形
成
論
的
考
察
の
試
み
：
近
代
化
と
の
関
連
に
お
い
て
（
二
）」『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）』、「
大

阪
府
立
大
学 

高
等
教
育
推
進
機
構
」、
一
九
八
六
年
、
六
一
頁
。

⑼
馬
淵
昌
也
「
宋
明
期
儒
学
に
お
け
る
静
坐
の
役
割
及
び
三
教
合
一
思
想
の
興
起
に
つ
い
て
」『
言
語
・
文
化
・
社
会
』
第
一
〇
号
、
学
習

院
大
学
外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
、
八
七
頁
～
一
四
三
頁
。

⑽
白
隠
禅
師
『
壁
生
草
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
三
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
二
三
三
頁
～
二
三
四
頁
。

⑾
変
性
意
識
状
態
（A

ltered States of Consciousness, A
SC

と
略
称
）、
日
常
意
識
と
異
な
る
一
時
的
な
意
識
状
態
を
指
す
。
頓
悟
や
見
性

の
ほ
か
、夢
、幻
な
ど
もA

SC

と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
思
想
現
象
の
名
前
は
、一
九
六
六
年
に
精
神
科
専
門
家
の
ア
ー
ノ
ル
ドM

・
ラ
デ
ィ
ッ

ク
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
。A

rnold M
. Ludw

ig, Altered States of C
onsciousness,in A

rchives of general psychiatry15(3),1966, 

pp.225-234.

⑿
命
根
は
命
も
し
く
は
息
の
根
を
意
味
す
る
。

⒀
白
隠
禅
師
『
壁
生
草
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
三
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
二
三
五
頁
。
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⒁
白
隠
禅
師
『
壁
生
草
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
三
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
一
二
八
頁
～
一
二
九
頁
。

⒂
瀧
瀬
尚
純
「
白
隠
年
譜
」『
白
隠 

衆
生
本
来
仏
な
り
』
別
冊
太
陽 

日
本
の
こ
こ
ろ
二
〇
三
、
平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
六
二
頁
。

⒃
白
隠
禅
師
『
遠
羅
天
釜
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
九
冊
、芳
澤
勝
弘
訳
注
、禅
文
化
研
究
所
、二
〇
〇
一
年
、四
二
七
頁
～
四
二
八
頁
。

⒄
若
生
形
山
『
禅
関
策
進
講
義
』
光
融
館
、
一
九
〇
九
年
、
五
八
頁
、
六
〇
頁
～
六
一
頁
。

⒅
南
宋
時
代
の
無
門
慧
開
（
一
一
八
三
～
一
二
六
〇
）
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
仏
教
公
案
集
で
、
日
本
の
入
宋
僧
心
地
覚
心
（
一
二
〇
七
～
一
二

九
八
）
は
そ
れ
を
持
っ
て
帰
っ
た
。
無
門
慧
開
著
、
西
村
恵
信
訳
註
『
無
門
関
』
ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
三
頁
。

⒆
柳
田
聖
山
「
無
字
の
周
辺
」『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
号
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
七
五
年
、
一
頁
～
五
一
頁
。

⒇
無
門
慧
開
『
無
門
関
』、
原
文
：
趙
州
和
尚
、
因
僧
問
、
狗
子
還
有
佛
性
也
無
。
州
云
、
無
。
西
村
恵
信
訳
注
『
無
門
関
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
四
年
、
二
一
頁
参
照
。

㉑
白
隠
禅
師
『
隻
手
音
声
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
一
二
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
、
四
三
頁
。

㉒
白
隠
禅
師
『
八
重
葎
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
七
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
一
五
三
頁
。

㉓
白
隠
禅
師
『
壁
生
草
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
三
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
一
七
二
頁

～
一
七
三
頁
。

㉔
白
隠
禅
師
『
隻
手
音
声
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
一
二
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
、
三
七
頁
～
三
八
頁
。

㉕
西
村
則
昭
「
ラ
カ
ン
と
禅
仏
教 

絶
対
無
と
し
て
の
現
実
界
の
言
語
化
」『
仁
愛
大
学
研
究
紀
要
』
人
間
学
部
篇
、
一
四
号
、
二
〇
一
五
年
、

一
頁
～
一
四
頁
。

㉖
西
田
幾
多
郎
「
無
の
自
覚
的
限
定
」
一
九
三
二
年
（『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
一
一
七
頁
）
；
秋
月
龍
珉
『
絶
対

無
―
鈴
木
禅
学
と
西
田
哲
学
』
青
土
社
、
一
九
九
六
年
、
一
頁
～
一
四
頁
；
呉
汝
鈞
『
絶
対
無
的
哲
学 

京
都
学
派
哲
学
論
』
台
湾
商
務

印
書
簡
、
一
九
九
八
年
。
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㉗
鈴
木
大
拙
「
般
若
経
の
哲
学
と
宗
教
」
一
九
五
〇
年
（『
鈴
木
大
拙
全
集
』
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
、
一
六
頁
）。

㉘
白
隠
禅
師
『
遠
羅
天
釜
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
九
冊
、芳
澤
勝
弘
訳
注
、禅
文
化
研
究
所
、二
〇
〇
一
年
、四
二
八
頁
～
四
二
九
頁
。

㉙
白
隠
禅
師
『
八
重
葎
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
七
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
一
六
九
頁
～
一
七
〇
頁
。

㉚
鎌
倉
時
代
と
室
町
時
代
を
経
て
、
日
本
の
臨
済
宗
各
宗
派
は
、「
応
灯
関
」
と
い
う
主
流
に
帰
し
た
。「
応
灯
関
」
は
大
応
国
師
の
南
浦

紹
明
、
大
応
国
師
の
宗
峰
妙
超
（
一
二
八
二
～
一
三
三
八
）、
無
相
大
師
の
関
山
慧
玄
（
一
二
七
七
～
一
三
六
一
）
を
指
し
て
い
る
。

㉛
白
隠
禅
師
が
正
受
老
人
か
ら
印
可
を
も
ら
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
書
面
的
な
記
録
が
な
い
た
め
、
疑
問
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
鎌
田

茂
雄
『
白
隠
』『
日
本
の
禅
語
録
』
第
一
九
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
一
年
、
一
九
頁
。

㉜
鎌
田
茂
雄
『
白
隠
』『
日
本
の
禅
語
録
』
第
一
九
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
一
年
、
五
七
頁
。

㉝
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
九
頁
～
一
〇
〇
頁
。

㉞
半
田
栄
一
「
白
隠
の
禅
思
想
と
「
軟
酥
の
法
」」『
比
較
思
想
研
究
』
三
八
号
、
二
〇
一
二
年
、
四
八
頁
～
五
六
頁
。

㉟
白
幽
子
、
姓
は
石
川
、
名
は
慈
俊
、
号
は
松
風
窟
。
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
に
武
蔵
国
に
生
ま
れ
、
寛
文
（
一
六
六
一
）
元
年
に
京
都
の

北
白
川
の
山
に
入
り
隠
居
を
始
め
た
。
宝
永
六（
一
七
〇
九
）年
に
没
し
た
。
伊
藤
和
男「
白
幽
子
史
実
の
新
探
求
」『
禅
学
研
究
』三
五
号
、

禅
学
研
究
会
、一
九
四
一
年
、五
七
頁
～
八
一
頁
；
同
『
白
幽
子　

史
実
の
新
探
求
』
山
口
書
店
、一
九
六
〇
年
；
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』

『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
二
頁
。

㊱
笠
井
哲
「
白
隠
禅
の
思
想
的
背
景
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
一
巻
二
号
、
一
九
九
二
年
、
二
七
八
頁
。

㊲
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
六
頁
。

㊳
方
立
天
『
中
国
仏
教
哲
学
要
義
』
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
二
九
頁
。

㊴
牟
鍾
鑑
『
儒
道
仏
三
教
関
係
簡
明
通
史
』
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
二
一
三
頁
。

㊵
野
村
英
登
「
白
隠
の
修
行
法
と
道
教
の
錬
金
術
―
― 

内
観
・
軟
酥
の
法
と
内
丹
」『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
一
号
、
花
園
大
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学
国
際
禅
学
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
、
二
四
九
頁
。

㊶
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
八
頁
。

㊷
故
宮
博
物
院
編
『
羅
浮
山
志
会
編 

虎
丘
山
志 

虎
邱
綴
英
志
略
』
海
南
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
八
五
頁
。

㊸
麻
天
祥
『
中
国
禅
宗
思
想
発
展
史
』
湖
南
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
頁
。

㊹
五
家
七
宗
：
臨
済
宗
、
潙
仰
宗
、
雲
門
宗
、
曹
洞
宗
、
法
眼
宗
を
禅
宗
五
家
と
呼
ぶ
。
ま
た
臨
済
宗
か
ら
分
れ
た
黄
龍
派
と
楊
岐
派
を

合
わ
せ
て
七
宗
と
呼
称
す
る
。

㊺
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
一
〇
頁
。

㊻
山
田
慶
児
「『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
」『
思
想
』
六
六
二
、岩
波
書
店
一
九
七
九
年
、九
四
頁
；
同
「
黄
帝
内
経
―
―
中
国
医
学
の
形
成
過
程
」

『
日
本
東
洋
医
学
雑
誌
』
一
般
社
団
法
人 

日
本
東
洋
医
学
会
四
二
巻
二
号
、
一
九
九
一
年
、
二
一
七
頁
。

㊼
中
国
中
医
科
学
院
医
史
博
物
館
に
清
初
期
の
清
宮
如
意
館
道
門
絵
師
の
「
内
経
図
」
が
所
蔵
さ
れ
る
。
こ
れ
は
現
在
研
究
に
お
い
て
常
に

使
わ
れ
る
版
本
で
あ
る
。

㊽
た
と
え
ば
『
黄
帝
内
経
・
霊
枢
』
に
よ
る
と
、
肺
臓
は
陽
の
中
の
少
陰
、
心
臓
は
陽
の
中
の
太
陽
、
肝
臓
は
陰
の
中
の
少
陽
、
腎
臓
は
陰

の
中
の
太
陰
で
あ
る
。

㊾
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
三
頁
。

㊿
藤
本
晃H

ow
 to Enter the First Jhāna

（
色
界
第
一
禅
定
の
入
り
方
）『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
四
（
三
）、
二
〇
〇
六
年
、
一
一
七
一
頁

～
一
一
七
五
頁
。

�
潘
啓
明
『「
周
易
参
同
契
」
通
析
』
上
海
翻
訳
出
版
公
司
、
一
九
九
〇
年
、
六
九
頁
。

�
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、芳
澤
勝
弘
訳
注
、禅
文
化
研
究
所
、二
〇
〇
〇
年
、一
四
一
頁
～
一
四
三
頁
。

�
乳
を
煮
詰
め
て
つ
く
っ
た
も
の
で
、
酥
、
蘇
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
り
方
と
形
態
が
異
な
る
。
こ
こ
で
は
柔
ら
か
な
油
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質
の
個
体
、す
な
わ
ち
バ
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
平
田
昌
弘
「
古
代
の
日
本
を
た
ど
る
―
―
酥
と
蘓
と
は
？
」『
デ
ー
リ
ィ

マ
ン
』
六
四
巻
九
号
、
北
海
道
協
同
組
合
通
信
社
、
二
〇
一
四
年
、
六
四
頁
～
六
六
頁
。

�
野
村
英
登
「
白
隠
の
修
養
法
と
道
教
の
錬
金
術
―
―
内
観
・
軟
酥
の
法
と
内
丹
」『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
花
園
大
学
国
際

禅
学
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
、
二
五
五
頁
～
二
六
〇
頁
。

�
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
五
～
八
六
頁
。

�
白
隠
禅
師
『
壁
生
草
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
三
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
三
〇
一
頁
。

�
白
隠
禅
師
『
遠
羅
天
釜
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
九
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
、
二
四
八
～
二
五
〇
頁
。

付
記
：
本
研
究
は
江
西
理
工
大
学
高
層
次
人
材
科
研
啓
動
項
目
「
中
日
三
教
思
想
比
較
研
究
」（205200100562

）
と
江
西
理

工
大
学
外
国
語
学
院
博
士
科
研
科
研
啓
動
項
目
（W

Y
2022

‒BSQ
D

JJ8

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。



416

白隠禅における思想と実践の融合性――座禅における内丹法の活用を中心に――（宋琦）


